
患者の上顎、下顎、咬合、OneBiteキューブのスキャンデー

タをアップロードします。また、OneBite Evolutionを装着し

た患者の正面および側面の写真をアップロードしてくださ

い。Rxフォームにベースライン（Z）とミッドライン（Y）の

値を入力し、使用しているアーティキュレーターのタイプを

ウェブサイトのデジタルポータルに入力してください。

1 2

5 6 上顎および下顎アダプターをアーティキュレー

タープレートに配置します。上部のスチールベ

ースラインをプレートの上の線と0で合わせま

す。また、アダプターベースの前部がアーティ

キュレータープレートの端と平らであることを

確認してください。

43 追加のサポートが必要な場合は、正確なアタッ

チメントパターンの歪みを防ぐため、サポート

はモデルの底に配置してください。

上顎および下顎のファイルを印刷します。これらの

ファイルにはすでにサポートが備わっているため、

追加のサポートは必要ありません。プリンターが異

なる指示を示す場合は、カスタムサポートを追加す

る前に提供されたサポートでテスト印刷を行ってく

ださい。

各モデルの底にあるサポートは、モデルをしっ

かりと持ち、サポートプレートを引き離すこと

で簡単に取り外すことができます。

デジタルマウンティングアダプタープロトコル

Z = 75

Y = 63

各モデルの底にはライザー番号が印刷されていま

す。これは、対応する上顎または下顎アダプター

に追加するライザーの数と対応します。



7

10

下顎の下部に必要なライザーを参照してください。

この例では、下顎にも5mmのライザーが必要です。

モデルに「プレート」の横に数字がある場合、アダ

プタースチールベースの線をアーティキュレーター

プレートの測定に合わせて前後に移動させます。

8 例えば、モデルに「プレート：-10mm」と表示され

ている場合、上顎と下顎のアダプターをアーティキ

ュレータープレートの-10mmマークに合わせて配置

します。アダプタースチールベースの線をアーティ

キュレータープレートの数字に合わせて位置を決め

ます。

9 アダプターがアーティキュレータープレートに正し

く配置されたら、次のステップに進みます。

上顎の下部に必要なライザーを参照してください。

この例では、上顎には5mmのライザーが必要です。

11 12 上顎アーチの底に表示されたライザーの数を上

顎アダプターに、下顎アーチの底に表示された

ライザーの数を下顎アダプターに配置します。

ライザーのピンをライザーの穴に合わせて取り

付けます。
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Example Case

i. I下顎および上顎の3Dプリントモデルにライザー番号の前に「U」または「L」があ

る場合、アダプターを交換する必要があります。アーティキュレーターの上部に下

顎アダプターを、下部に上顎アダプターを配置します。これは、ファイルが送信さ

れたときにチームから指示されるか、アーチの底に「U-」または「L-」とライザー

のテキストの前にラベルが付けられます。ライザーの数はそれぞれのアーチに対応

するままです。

Important to Note

LOWER UPPER 

ii. この例では、上顎モデルには「L-Riser：10mm」、下顎モデルには「U-Riser：なし」

と表示されています。ライザーの数は変わりませんが、アダプターだけが変更され

ます。下顎アダプターと上顎アダプターを交換します。



Example Case

Important to Note

iii. ご覧のとおり、上顎アダプターが上部に、下顎アダプターが下部にあります。上顎

モデルにライザー番号の前に「L」があり、下顎に「U」があるため、位置を交換す

る必要があります。

iv. 上顎と下顎のアダプターを交換して、このケースに対して正しい配置にしてくださ

い。



Example Case

Important to Note

v. このケースに対してアダプターが正しく配置され、下顎が上部に、上顎が下部にあ

ります。

vi. これは、上顎モデルのライザーテキストに「L」、下顎モデルに「U」と3Dプリント

されている場合にのみ適用されます。



15 モデルが干渉なしで完全に閉じることを確認しま

す。閉じない場合は、小さなデントネジに切り替

えます。

16 小さなデントネジは、大きなネジと同じように取

り付けることができます。必要に応じて、上部の

フラットヘッドドライバーの切り欠きを使用して

さらに締めることができます。

14

18 下顎モデルを磁気アーティキュレータープレートでアーティ

キュレーターの下部メンバーに配置します。このプロセスを

上部メンバーにも繰り返します。これで、臨床医がキャプチ

ャしたデジタルOneBite Evolutionレコードによって提供され

た真の上顎アーチ位置に症例がアーティキュレートされま

す。

13 アライメントが完了したら、ネジでモデルを固定しま

す。通常、長いネジは下顎アダプターに、短いネジは

上顎アダプターに使用されますが、場合によっては交

互に使用されることがあります。モデルが完全に閉じ

ない場合は、小さなデントネジを使用します。

対応するアダプターにそれぞれの上顎および下顎

モデルを固定します。これを行うには、ピンを3D

プリントのパターンに合わせます。

17 Aネジを交換した後、モデルは完全に閉じます。


